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研究成果の概要（和文）：　本研究は、外国につながる児童への生活文化的教育支援を実践的に実現することを
目的とし、小学校家庭科の５年生の最初のガイダンスにつながり、２年間の家庭科学習の見通しをもてるよう
な、日本の生活文化への理解を深められるような家庭科ガイドブックを作成し、その教育的効果を調べた。
　ガイドブックの日本語版を作成し、中国語・英語・ポルトガル語・フィリピノ語へ翻訳し、その教育的効果も
明らかにした。また、成果を国内・国際学会で発表した。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research is to develop kateika guide books, which lead
 to the initial guidance for two-year home economics program starting from the 5th grade at the 
elementary school level and to facilitate children with non-Japanese cultural backgrounds or 
heritage to understand Japanese life style. The contents of the book were translated into four 
languages; English, Chinese, Portuguese and Filipino.
　We clarified its educational effectiveness, and presented the research results at domestic and 
international conferences.
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化の進展により、日本語指導が

必要な外国人児童生徒数は、27,013 人（文部
科学省, 2013）であり、該当の学校数は 5,764
校である。小学校における日本語指導が必要
な外国人児童数の母語別在籍状況をみると、
上位３か国語は、ポルトガル語(6,207 人，全
体の 36.2％)、フィリピノ語(2,722 人，15.9％)、
中国語(2,548 人，14.9％)であった。新倉
（2014）は、教師たちは、これらの子どもた
ちが、どのような暮らしをしているのかの見
立てをして接することが大切だと述べてい
る。日本語指導に関しては、各都道府県・市
町村において、専門教員の配置や派遣、教材
の作成など、さまざまなレベルで対応策がと
られている一方、包括的な生活文化的教育支
援についての具体的な方策は見当たらない。
日本においては、家庭科が生活科学に基づく
知識・スキルを通して、生活文化的価値観を
学ぶ機会を与えているが、外国につながる児
童生徒にとっては異文化である日本の生活
文化を学ぶ際の難しさがあると考える。言い
換えれば、家庭科の学習こそが、外国につな
がる児童生徒に、生活文化を実践的に学ぶ重
要な機会を与え得る。 
そこで、本研究においては、まず、家庭科

を初めて学ぶ小学校段階に焦点をあて、５年
生の最初の家庭科のガイダンスにつながり、
２年間の家庭科学習の見通しがもてるよう
な家庭科ガイドブック（日本語版と４カ国
版）を作成する。さらに、このガイドブック
の活用に関する小学校教員向けの教材開
発・研修実施により、実践性・有益性を高め
ることとする。 
 
２．研究の目的 
本研究は、グローバル化の進展により増加

しつつある外国につながる児童への生活文
化的教育支援を実践的に実現することを目
的とし、次の４点を特徴とする。 
１）小学校の家庭科のガイダンスの役目を

果たし、２年間の家庭科学習を見通せるよう
に、同時に日本の生活文化の理解を深めるた
めに、ガイドブックを作成する 
２）ガイドブックは、英語・ポルトガル語・

フィリピノ語・中国語に翻訳し、対象の子ど
もたちだけではなく、その家庭に対し、家庭
科学習や日本の生活文化の理解の促進をは
かる 
３）外国につながる小学生を指導している

教師を補助するために、このガイドブックに
関する研修を実施する 
４）外国語家庭科ガイドブックの教育的効

果を、外国につながる小学生やその家庭、教
師たちへの質問紙・インタビュー調査により
検証する 
 
３．研究の方法 
本研究では、これまでの研究成果から得ら

れた知見を基に、小学校家庭科の５年生の最

初のガイダンスにつながり、２年間の家庭科
学習の見通しをもてるような、さらに日本の
生活文化への理解を深められるような家庭
科ガイドブックの内容案を作成し、対象とな
る小学生や指導にあたっている教師などを
対象にヒアリングをし、家庭科ガイドブック
（日本語）を作成する。その後、このガイド
ブックを英語・ポルトガル語・フィリピノ
語・中国語に翻訳し、需要の多い市町村を中
心に配布（一部、郵送）する。 
一方で、家庭科ガイドブックの活用に関す

る小学校教員向けの教材を開発し、その教材
を用いた研修（免許更新制研修）を実施する。
外国につながる小学生、指導に当たっている
教師、対象の子どもたちの家庭に対し、質問
紙調査・インタビュー調査により、教育的効
果を検証する。 
 
４．研究成果 
家庭科ガイドブックの内容素案を作成し、

ヒアリングを経て内容を決定し、分担部分の
文章を作成した。イラストや写真撮影も終了
し、研修のための検討もおこなった。 
「家族」として「日本の家族のとくちょう」

「家族で楽しむ１年の行事」とした。「食文
化」として、「和食のとくちょう」「調理（料
理）のための道具」「こんろの使い方/包丁の
使い方」「ごはんとみそ汁をつくろう」「卵料
理をつくろう」「野菜いためをつくろう」「食
品の栄養と献立」とした。「衣文化」として
「日本と他の国の民族服」「あたたかい着
方・すずしい着方」「きせい服の表示の見方」
とし、「住文化」として「住まいと整理・せ
いとん」「安全な住まい方」とし、「消費・環
境」として「家族のみんなにやさしいユニバ
ーサルデザイン」「環境問題をもたらしてい
るもの」「環境にやさしいことをやってみよ
う」とした。 
以下の図１に日本語の目次を示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 図１ 家庭科ガイドブックの目次 



また、図２(1)(2)に内容の一部を示す。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２(1) 家族で楽しむ１年の行事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図２(2) 住まいと整理・せいとん 
家庭科ガイドブックの日本語版を、中国

語・英語・ポルトガル語・フィリピノ語に翻
訳・製本した。 
一方で、教育的効果を測るための尺度を開

発し、児童にはガイドブック使用前後に実施
し（尺度も中国語・英語・ポルトガル語・フ
ィリピノ語に翻訳してある）、研修の方法に
ついての検討を進め、教師にもガイドブック
活用についての研修プログラム前後に実施
した。また、インタビューもおこなった。 
以下は、児童の実施した尺度の一部である。 
 
自分の考え(かんがえ)にもっとも当ては

まる(あてはまる)ものに１つだけ○(まる)

を付けて(つけて)ください。 
1. あなたは、日本の国(くに)の家族の特

徴(とくちょう)を説明(せつめい)できます
か。（１のみ回答をつける） 
回答：a. できる b. どちらかというとで

きる c. どちらかというとできない d. 
できない e. どちらともいえない 
2. あなたは、日本の国(くに)の家庭(かて

い)の行事(ぎょうじ)を説明(せつめい)でき
ますか。 
3. あなたは、和食(わしょく)（日本の食

事(しょくじ)）の特徴(とくちょう)を説明
(せつめい)できますか。 
4. あなたは、ゆで卵(たまご)のつくりか

たを説明(せつめい)できますか 略 
ガイドブックを使用して、自分(じぶん)の

考え(かんがえ)にもっとも当てはまる(あて
はまる)ものに１つだけ○(まる)を付けて
(つけて)ください。 
１.日本の家族(かぞく)の特徴(とくちょ

う)と１年(ねん)の行事(ぎょうじ)（ページ
１～３）（１のみ回答をつける） 
回答：a. 役にたった  b. どちらかとい

うと役にたった  c. どちらかというと役
にたたない d. 役にたたない e. どちら
ともいえない 
2. 和食(わしょく)の特徴(とくちょう)と

調理(ちょうり)道具(どうぐ)のつかい方（ペ
ージ５～７） 略 
 
 アンケートは肯定的な回答を５とし、否定
的な回答を１として分析した結果、ほとんど
の項目で児童・教師とも上昇した。図３に児
童・教師の上昇例を示す。 
            児童は中国語ガ 

イドブックを使 
用した 67 名 

           教師は研修を受け
た 102 名 

             
 
 
 
 
 図３ 日本の家族の特徴と１年の行事 
また、インタビューから、気候の暖かい国

からきている児童が、「日本の寒い季節を快
適に過ごすための着方を知る」ことが示され、
他の児童から「清潔な暮らしを支えているそ
うじの仕方がわかった」という言葉を聞いた。
教師からは、何がわからなかったのかわかっ
たという回答を得た。 
以上のことから、家庭科ガイドブックの教

育的効果があることが明らかになった。 
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